






























































































































② 自分の体を知ろうⅠ ・ 効果的なストレッチング方法　体ほぐし運動（２人組）＜身体意識＞
・ 限られた空間でぶつからずに移動　ステップ（マーチ）＜空間意識＞
③ 自分の体を知ろうⅡ ・ W-up：毎時のストレッチと体ほぐし（２人組、４人組）
・ 手遊びからステップも加えて（２人組ローテーション）
④ リズムにのってⅠ ・ W-up：毎時のストレッチと体ほぐし（２人組、４人組）
・ 基本のステップ練習（軽快なリズムでスキップ♪おつかいありさん）
⑤ リズムにのってⅡ ・ W-up：毎時のストレッチと体ほぐし（２人組、４人組）
・ 基本のステップ練習（軽快なリズムでツーステップ♪さんぽ）
⑥ リズムにのってⅢ ・ W-up：毎時のストレッチと体ほぐし（２人組～６人組）
・ 基本ステップを活用してリズミカルなダンスを創る。
　グループでアレンジ作品（♪森のくまさん）→見せ合い（発表）
⑦ リズムから表現へ ・ W-up：毎時のストレッチと体ほぐし（２人組～６人組）
・ 習得した基本ステップを全て活用してストーリー性のあるダンスに。
　グループのオリジナル作品→見せ合い（１グループ毎発表）
⑧ 用具フープを使って ・ W-up：毎時のストレッチと体ほぐし（２人組～６人組）
・ フープ（輪）を用いたさまざまな “遊び” を考えグループ毎に発表。
⑨ マットを使って ・ W-up：毎時のストレッチと体ほぐし（２人組～６人組）
・ カラフルなマットからさまざまな “遊び” を考えグループ毎に発表。
⑩ 縄を使って ・ W-up：毎時のストレッチと体ほぐし（２人組～６人組）
・ 大縄や小縄を使ってさまざまな “遊び” を考えグループ毎に発表。
⑪ 布を使って ・ W-up：毎時のストレッチと体ほぐし（２人組～６人組）
・ カラフルな大小の布から発想を拡げ、さまざまな “遊び” や “表現”
を考えグループ毎に発表。
⑫ 冬のイメージで表現 ・ W-up：毎時のストレッチと体ほぐし（２人組～６人組）
・ 冬のデッサン⇒連想語⇒グループ活動（テーマ冬小作品）⇒発表
⑬ 実技小テストⅠ ・ 基本のステップを組み合わせたオリジナル小作品（グループ練習）
⑭ 実技小テストⅡ ・ 基本のステップを組み合わせたオリジナル小作品（ソロテスト）









































































































































































大概念 小概念 数 記　述　例
１． 知識・技能の習得
31%（89）





















































　前述のように、大概念１．「知識・技能」に分類した項目を、さらに “上達” “自他の体” “理
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